







Preventing Lifestyle-related Diseases by Improving Eating Habits: 



























































 （１）「健康中国 2030」における食品安全 
 （２）「健康中国 2030」における医療政策 
 （３）悪性新生物の医療対策 
５．「健康日本 21（第二次）」の目標値が実現された場合の医療費削減効果の試算 














推移でみると、1949 年に肺炎、1954 年に結核を抜き、1979 年に脳血管疾患（脳卒中）を






































































Kosuke Matsuzono, Makiko Mieno & Shigeru Fujimoto  
「Ramen restaurant prevalence is associated with stroke mortality in Japan: an ecological 
















 サンプルは NTT のデータ（ｉタウンページ）と国民健康調査（2017 年）を用い、分析方



























































































































































































































































訳をみると、生産量は 5616 万トンである。そのうち天然の漁獲生産量 1499 万トンで 26%、
残りの 4117 万トン（74%）は養殖生産量である。 






































中国では栄養素摂取量も大きく変化した。1982 年と 1992 年の国民栄養調査による栄養
素平均摂取量を比較すると、たんぱく質・脂質の摂取量が増加し、炭水化物・カルシウム・
鉄・レチノール当量・ビタミン B1・ビタミン C 摂取量が減少した｡それは動物性食品と油
の摂取が増加し、穀物と野菜の摂取が減少したからである｡ 
児童、少年の栄養状況は改善された。1995 年に実施された全国学生体質健康調査による
と、7～18 歳の学生は 10 年前と比較して平均身長が 3.1cm 増加し、平均体重は 2.1kg 増加
した｡しかし栄養バランスについては偏りが際立ってきた。農村や経済状態の悪い地域にお
ける園児、小･中学生は、エネルギーおよび栄養素の摂取不足によって、体重不足、成長の
遅延が 30％に認められ、都市や豊かな地域においては、やや肥満と肥満が 85 年から 95 年














































穀類    452.1→338.9 459.5→353.0 478.8→361.7 467.0→398.4 



























果物 32.7→ 76.8 11.3→ 53.0 14.3→ 36.6 15.1→ 20.2 
畜産物 58.9→144.7 47.8→107.0 44.4→104.2 53.7→ 57.7 
魚介類 18.9→ 37.0 11.5→ 26.8 13.3→ 29.5 13.2→ 20.3 
牛乳類 5.0→ 85.2 3.2→ 53.5 3.6→ 63.2 2.7→  3.3 




















穀類    260.0→190.2 465.6→378.1 566.1→463.8 495.5→428.2 
野菜 150.9→146.3 279.4→293.4 333.7→355.0 313.6→366.4 
果物 31.1→ 24.8 16.7→ 34.8 12.9→ 28.7 10.8→ 28.8 
畜産物 39.1→ 41.4 52.0→ 83.1 72.1→ 95.7 64.6→ 80.2 
魚介類 11.7→ 12.5 13.7→ 24.7 20.6→ 30.1 19.0→ 30.3 
牛乳類 16.3→ 40.5 3.2→ 30.4 3.4→ 12.2 5.7→ 19.2 







































12.1％である。男女別では男性 16.3％、女性 9.3％ である。糖尿病有病者で現在治療を受
けている者の割合は 76.6％である。男女別 にみると男性で 78.7％、女性で 74.1％であり、
男女とも有意に増加している。性・年齢階級別にみると、40 歳代男性では治療を受けてい
る割合が他の年代よりも低い。 
約 1,000 万人と推計される糖尿病有病者は、1977 年以降増加している。「糖尿病の可能
性を否定できない者」も約 1,000 万人と推計され、人口に占める割合は 12.1％であり、男









脂質異常症の総患者数は 220 万 5,000 人である（「平成 29 年(2017)患者調査の概況」厚
生労働省）。厚生労働省が 3 年ごとに実施している「患者調査」（2017 年）によると、脂質
異常症の総患者数（継続的な治療を受けていると推測される患者数）は、220 万 5,000 人と







 高血圧の総患者数は 993 万 7,000 人である（「平成 29 年(2017)患者調査の概況」厚生労
働省）。厚生労働省が 3 年ごとに実施している「患者調査」(2017)によると、高血圧性疾患
の総患者数（継続的な治療を受けていると推測される患者数）は 993 万 7,000 人と、前回の
調査に比べて約 171 万人減少している。性別にみると、男性 431 万 3,000 人、女性 564 万
3,000 人で、前回調査に比べて男性が 137 万人、女性が 33 万人の減少となった。 
高血圧の因子として挙げられる塩分の摂りすぎについて、日本人の平均摂取量が男性
11.1ｇ、女性 9.4ｇ（厚生労働省『平成 25 年国民健康・栄養調査結果の概要』）のところ、
厚生労働省は男性 8ｇ、女性 7ｇを目標値にしている。高血圧学会は男女ともに 6ｇ未満、





 高尿酸血症の患者数は、年々増えて推定約 110 万人とされている（厚生労働省「国民生

















全国 都市部 農村部 
 
2003年 2008年 2003年 2008年 2003年 2008年 
慢性病有病率（‰） 
      
高血圧 26.2 54.9 54.7 100.8 16.4 38.5 
胃腸炎 10.3 10.7 9.8 7.9 10.5 11.7 
糖尿病 5.6 10.7 16.3 27.5 1.9 4.8 
リューマチ性関節炎 8.6 10.2 8.4 7.2 8.7 11.3 
脳血管病 6.6 9.7 13 13.6 4.4 8.3 
椎間板ヘルニア 5 9.5 8.1 10.2 4 9.3 
慢性閉塞性肺疾患 7.5 6.9 8.2 6.6 7.3 7.1 
急性期冠動脈疾患 4.6 6 12.4 12.7 2 3.7 
胆石症 急性胆嚢炎 5.7 5.1 8.5 5 4.7 5.2 



























第1位 悪性新生物 37万3178人 27.8％ 
第2位 心疾患 20万4203人 15.2％ 
第3位 脳血管疾患 10万9844人  8.2％ 
第4位 老衰 10万1787人 7.6% 
















女性で 10 位に入っていない自殺が、男性では 7 位に入っている。女性では老衰が 3 位に
なっている。また、9 位に血管性等の認知症、10 位にアルツハイマー病が入っている。これ
らはいずれも、老化にともなってかかりやすくなる病気なので、長生きしている人が多いこ
とが推測される。男女の 1 位も悪性新生物である。男性は 3 人に 1 人、女性は 4 人に 1 人
がガンで死んでいることになる。 
 悪性新生物による死亡を、部位別にみていこう。2015 年の厚生労働省による「人口動態

















2016 年 8 月 11 日に、世界保健機関（ＷＨＯ）は、中国人の 10 人に 1 人が糖尿病である
と発表した。北京で開催された「中国心血管疾患予防・抑制行動計画セミナー」において「中









































死亡総数の 4 分の１近くに悪性新生物が関係している。 
生活習慣とともに、大気・飲料水・土壌の汚染などの環境問題が大きな影響を与えている
のではないかと考えられる。都市部において、26％が悪性新生物で死亡している。性別では
男性の 29％、女性の 23％が癌で死亡している（「中国衛生・計画生育統計年鑑」2016）。 









           ［単位］10 万人当たりの死亡者数 
 都市 地方 
悪性腫瘍 167.6 159.1 
心臓病 128.8 112.9 
脳血管疾患 126.3 152.1 
呼吸器系疾患 65.4 98.2 
外傷および中毒の外的原因 34.7 54.1 
内分泌・栄養・代謝系疾患 20.3 11.3 
消化器系疾患 16.6 14.6 
その他の疾患 10.7 7.7 
泌尿生殖器系疾患 7.3 7.2 
神経系疾患 6.9 5.1 
感染症（気管支結核は除く） 4.4 5.0 
診断未確定の疾患 4.1 2.8 
精神障害 3.6 3.1 
先天性奇形及び染色体異常 2.3 2.2 
気管支結核 1.9 2.3 
筋骨格系および結合組織の疾患 1.8 1.3 
血液および造血器の疾患 1.7 1.2 
ならびに免疫不全 1.6 1.0 
周産期疾患 1.5 2.5 
寄生虫疾患 0.5 0.1 















究）による高齢化の影響を除外した人口 10 万人あたり年齢調整死亡率（2015 年）による










表７．ガンの部位で多い死亡数（2016 年）  
 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 
男性 肺 肝臓   胃 食道 結腸・直腸   
女性 肺 肝臓   胃 結腸・直腸 乳腺  





っており、5 年前と比べて変化は見られない。男性の喫煙率が 52.1%、女性は 2.7%となっ
ている。人口総数の増加をベースに現在の喫煙率から計算すると、中国の現在の喫煙人口は
2010 年に比べ 1500 万人ほど増加し、3 億 1600 万人に達しているとされる。喫煙者の 1 日
平均喫煙本数は 5 年前に比べて 1 本ほど増えている（新華社 2015.12.30）。 
いっぽうで、室内の勤務施設や公共施設における副流煙への曝露率は、2010 年に比べる
とやや低下している。報告書では、民衆の各種公共施設と勤務施設における全面禁煙への支
持率が 5 年間、非常に高くなっている（中国疾病予防コントロールセンター 2015）。参考
31 
 









 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 
男性 肺 胃 膵臓 食道 結腸・直腸 
女性 乳腺 肺 結腸・直腸   胃 甲状腺 
資料：「中国の悪性新生物の原状についての報告」（国家がんセンター）より編集。  
 
乳癌については、罹患率は 20 年前のおよそ 3 倍と、中国の都市化の進展、ライフスタイ
ルの変化とともに増加している。罹患率は都市部が農村部の 2 倍となっており、特に北京、
上海、広州などの都市部を中心に罹患率が高かった。罹患率が高い年齢は 45～55 歳で、欧
米よりも 10 歳ほど若いのが特徴である。 
 中国における悪性新生物の５年生存率は、低い状態にあるといえる。図表８は、日本と中
国の悪性新生物の部位別の５年生存率を示したものである。中国の 5 年生存率のデータは、









































が増加した。中国でも 80 年代以降の解放改革が進むにつれて高脂質な食生活になり、10 人
に 1 人が糖尿病となった。 
 生活習慣病の蔓延とともに、日中両国で悪性新生物への罹患率が増加した。日本の男性で
2 人に 1 人、女性の 4 人に 1 人が罹患し、全体では 3 人に 1 人近くが死亡している。中国















































図１．主な死因別にみた死亡率（人口 10 万対）の年次推移 
 
資料：厚生労働省（2016）『平成 27 年度人口動態統計月報年計(概数）の概況』P.11. 







et al 2011, Akhter M. et al 2008）。しかし、女性の肝臓の悪性新生物についてはリスクを高

























 食生活と生活習慣病との関係が詳しく調査された 2015 年度『国民健康・栄養調査』では、
全国 12 ブロック別の食物摂取量データが公表されている。また 2015 年度『人口動態調査』
では、全国 47 都道府県別の悪性新生物死亡率データが公表されている。このためまず最初







北海道 B 北海道           
東北 B 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 
関東１B 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県     
関東２B 茨城県 栃木県 群馬県 山梨県 長野県   
北陸 B 新潟県 富山県 石川県 福井県     
東海 B 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県     
近畿１B 京都府 大阪府 兵庫県     
近畿２B 滋賀県 奈良県 和歌山県       
中国 B 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県   
四国 B 徳島県 香川県 愛媛県 高知県     
北九州 B 福岡県 佐賀県 長崎県 大分県     


































































　小麦・加工品 0.5854 * 　　うどん、中華めん類 0.6229 * 　　トマト 0.6060 *
　　チ－ズ 0.6348 *
　生魚介類 0.5852 * 　　日本酒 0.8120 **
　その他の穀類・加工品 0.6034 * 　　そば・加工品 0.7720 ** 　　じゃがいも・加工品 0.5798 *
　　納豆 0.7154 ** 　　トマト 0.7735 ** 　果汁・果汁飲料 0.6731 *
魚介類 0.6186 * 　魚介加工品 0.6719 * 　　魚介(塩蔵,生干し,乾物) 0.6942 *
　　魚介（佃煮） 0.5943 * 　　その他の油脂 0.7930 ** 　　塩 0.7947 **
　　ほうれん草 0.6875 * 　魚介加工品 0.6179 * 　　魚介（練り製品） 0.8732 *
　鳥肉 0.6559 * 　　鶏肉 0.6558 *
　　納豆 0.7163 ** 　　りんご 0.6973 * 魚介類 0.6107 *
　魚介加工品 0.8101 ** 　　魚介(塩蔵,生干し,乾物) 0.6480 * 　　魚介（練り製品） 0.7555 **
　　味噌 0.6460 *
　　小麦粉類 0.6087 * 　　じゃがいも・加工品 0.8955 ** 　　たい、かれい類 0.7785 **
　　いか、たこ類 0.7258 ** 　　その他の畜肉 0.8133 ** 　　その他の油脂 0.6790 *
動物性食品 0.6174 * 　　じゃがいも・加工品 0.7295 ** 　　柑橘類 0.6794 *
　　いか、たこ類 0.5766 * 　　その他の乳製品 0.7524 ** 　　ビ－ル 0.6264 *
　　コーヒー・ココア 0.6344 *
　　小麦粉類 0.6187 * 　　じゃがいも・加工品 0.7324 ** 　ジャム 0.5950 *
　　たい、かれい類 0.8161 ** 　　いか、たこ類 0.6379 * 　　その他の畜肉 0.7891 **
　　その他の油脂 0.7855 **
　　うどん、中華めん類 0.7251 ** 　　その他の大豆加工品 0.6269 * 　肉類（内臓） 0.6481 *
　　バタ－ 0.7042 * 調味料・香辛料類 0.6259 * 　調味料 0.6259 *
　　その他の調味料 0.5971 *
　　うどん、中華めん類 0.6877 * 　　その他の大豆加工品 0.6942 * 調味料・香辛料類 0.7561 **
　調味料 0.7566 ** 　　その他の調味料 0.7447 **
　　うどん、中華めん類 0.7519 ** 　　納豆 0.6128 * 　魚介加工品 0.7414 **
　　魚介(塩蔵,生干し,乾物) 0.6490 * 　　味噌 0.6476 *
　　パスタ類 0.6912 * 　　その他の大豆加工品 0.7010 * 果実類 0.5870 *
　生果 0.5848 * 　　りんご 0.6134 * 　　豚肉 0.6893 *
穀類 0.7311 ** 　でんぷん・加工品 0.5839 * 　　さけ、ます 0.6822 *
　その他の乳類 0.6687 * 　　ビスケット類 0.6440 * 　　その他の菓子類 0.6296 *
　　その他の調味料 0.5883 *
　　たまねぎ 0.6252 * 　　その他の畜肉 0.6208 * 　　バタ－ 0.5813 *
　　ソース 0.5764 *
　　その他の肉・加工品 0.8999 ** 　　洋酒・その他 0.5881 *
　　いちご 0.7913 ** 　　魚介（缶詰） 0.5795 * 　　味噌 0.7161 **
　　たい、かれい類 0.7086 ** 　　その他の畜肉 0.7327 ** 　　牛乳 0.6477 *
　　チ－ズ 0.7534 ** 　　その他の油脂 0.5948 * 　　キャンディー類 0.7195 **
　　小麦粉類 0.8100 ** 　　うどん、中華めん類 0.6170 * 　　じゃがいも・加工品 0.6009 *
　ジャム 0.6212 * 　　いか、たこ類 0.5895 * 　　その他の畜肉 0.6864 *
　　その他の油脂 0.6632 *
　　うどん、中華めん類 0.5780 * 　魚介加工品 0.5923 *
　小麦・加工品 0.5871 * 　　小麦粉類 0.8119 ** 　　じゃがいも・加工品 0.6214 *
































　　きゅうり 0.6647 * 藻類 0.6256 * 　　魚介（缶詰） 0.6267 *
　アルコール飲料 0.6279 * 　　洋酒・その他 0.6296 *
　小麦・加工品 0.6400 * 　　そば・加工品 0.5817 * 　　その他の大豆加工品 0.6270 *
　　ハム、ソ－セ－ジ類 0.5935 * 　　チ－ズ 0.9378 ** 　　キャンディー類 0.7504 **
果実類 0.6517 * 　生果 0.6219 * 　　その他の生果 0.6882 *
　生魚介類 0.6299 * 　　えび、かに類 0.5924 * 　　日本酒 0.7539 **
　　うどん、中華めん類 0.6443 * 　　納豆 0.6747 * 　魚介加工品 0.6656 *
　　魚介（塩蔵,生干し,乾物） 0.6658 * 　　魚介（佃煮） 0.7619 ** 　　その他の油脂 0.7317 **
　　パスタ類 0.6153 * 　　納豆 0.5916 * 　　魚介（佃煮） 0.7245 **
肉類 0.7072 * 　鳥肉 0.7203 ** 　　鶏肉 0.7203 **
　　納豆 0.6495 * 　　りんご 0.6071 * 　魚介加工品 0.7244 **
　　魚介（塩蔵,生干し,乾物） 0.5924 * 　　魚介（練り製品） 0.6169 * 　　味噌 0.7248 **
　　そば・加工品 0.5955 * 　　じゃがいも・加工品 0.7483 ** 　　たい、かれい類 0.8491 **
　　その他の畜肉 0.8592 ** 　　その他の油脂 0.6974 *
　　たい、かれい類 0.7933 ** 　　その他の畜肉 0.7314 ** 　　牛乳 0.7357 **
　小麦・加工品 0.8335 ** 　　小麦粉類 0.6561 * 　　うどん、中華めん類 0.7675 **
　ジャム 0.7583 ** 　　たい、かれい類 0.6267 * 　　その他の畜肉 0.7951 **
　　チ－ズ 0.6660 * 　　バタ－ 0.7370 ** 　　その他の油脂 0.8281 **
　　キャンディー類 0.6475 *
　　その他の大豆加工品 0.5861 *
　　うどん、中華めん類 0.6658 * 　その他の穀類・加工品 0.7071 * 　　そば・加工品 0.7587 **
　　トマト 0.7080 ** 　　魚介（佃煮） 0.6668 * 　　その他の畜肉 0.7965 **
　　チ－ズ 0.6916 * 　　その他の油脂 0.6361 * 　　キャンディー類 0.6083 *
　　魚肉ハム、ソ－セ－ジ 0.7700 ** 　　その他の肉・加工品 0.6010 * 　　洋酒・その他 0.7745 **
　　味噌 0.6733 *
　　そば・加工品 0.6246 * 　　納豆 0.9407 ** 野菜類 0.5946 *
　緑黄色野菜 0.7009 * 　　トマト 0.5954 * 　　その他の淡色野菜 0.6692 *
　漬け物 0.6467 * 　　たくあん・その他の漬物 0.6058 * 果実類 0.6086 *
　　りんご 0.8567 ** 魚介類 0.6958 * 　魚介加工品 0.8781 **
　　魚介（塩蔵,生干し,乾物） 0.7713 ** 　　魚介（缶詰） 0.6017 * 　　魚介（佃煮） 0.6183 *
　　魚介（練り製品） 0.6500 * 　　発酵乳・乳酸菌飲料 0.5918 * 　　味噌 0.6147 *
　　魚介（練り製品） 0.7522 **
なし
いも類 0.6598 * 　いも・加工品 0.5834 * 　　じゃがいも・加工品 0.7510 **
　でんぷん・加工品 0.5921 * 菓子類 0.5956 * 　　和菓子類 0.6949 *
　　キャンディー類 0.5792 *
　　その他の肉・加工品 0.9326 ** 　　洋酒・その他 0.6214 *
　　さけ、ます 0.5878 * 　魚介加工品 0.6205 * 　　魚介（塩蔵,生干し,乾物） 0.6792 *
　　塩 0.6599 *
　小麦・加工品 0.6116 * 　　うどん、中華めん類 0.6074 * 　　じゃがいも・加工品 0.6724 *
　　たい、かれい類 0.7418 ** 　　その他の畜肉 0.6265 * 　　チ－ズ 0.7812 **
　　その他の油脂 0.6419 * 　　キャンディー類 0.6019 *
　　その他の肉・加工品 0.7857 **



































　　その他の生魚 -0.60298 * 　鳥肉 -0.65318 * 　　鶏肉 -0.6559 *
　その他の肉類 -0.6498 *
　でんぷん・加工品 -0.62329 * 　　えび、かに類 -0.6249 * 　その他の乳類 -0.7156 **
菓子類 -0.767 ** 　　和菓子類 -0.63505 * 　　ビスケット類 -0.58867 *
　　その他の菓子類 -0.66038 * 　　マヨネ－ズ -0.58952 *
　　米加工品 -0.65481 * 　　その他の小麦加工品 -0.59808 * 　　納豆 -0.6117 *
野菜類 -0.68319 * 　その他の野菜 -0.7323 ** 　　大根 -0.7486 **
　　たくあん・その他の漬物 -0.59412 * 果実類 -0.64733 * 　生果 -0.59654 *
　　その他の生果 -0.7981 ** 　　魚介（塩蔵,生干し,乾物） -0.62027 * 　　発酵乳・乳酸菌飲料 -0.6164 *
　　パン類（菓子パンを除く） -0.7143 ** 　　とうもろこし・加工品 -0.65353 * 肉類 -0.65031 *
　畜肉 -0.60003 * 油脂類 -0.61999 * 　　マ－ガリン -0.60436 *
　　その他の穀類 -0.64335 * 種実類 -0.60102 * 　　はくさい -0.66009 *
　　茶 -0.7314 **
種実類 -0.7203 ** 　　はくさい -0.62337 * 　　いちご -0.64231 *
　　その他の鳥肉 -0.59617 * 　　その他の菓子類 -0.59596 *
総量 -0.58771 * 植物性食品 -0.63078 * 種実類 -0.58217 *
総量 -0.63083 * 植物性食品 -0.6011 * 　　米加工品 -0.7148 **
　　その他のいも・加工品 -0.58585 * 　　大豆（全粒）・加工品 -0.64975 * 　　油揚げ類 -0.7129 **
　　えび、かに類 -0.61524 * 　アルコール飲料 -0.60972 * 　　ビ－ル -0.7236 **
　　米加工品 -0.60338 * 　　大豆（全粒）・加工品 -0.65006 * 　アルコール飲料 -0.58037 *
　　ビ－ル -0.67471 *
総量 -0.7259 ** 植物性食品 -0.7163 ** 　　大豆（全粒）・加工品 -0.68266 *
　　油揚げ類 -0.60559 * 　その他の豆・加工品 -0.60931 * 　　たまねぎ -0.59262 *
　　その他の生魚 -0.66652 * 　　えび、かに類 -0.62557 * 肉類 -0.67145 *
　　牛肉 -0.7667 ** 嗜好飲料類 -0.6867 * 　　ビ－ル -0.59582 *
　その他の嗜好飲料 -0.7177 ** 　　茶 -0.60384 * 　　その他の嗜好飲料 -0.60233 *
　　その他の肉・加工品 -0.58083 * 　その他の乳類 -0.63423 *
　　柑橘類 -0.8013 ** 　　魚肉ハム、ソ－セ－ジ -0.6261 *
総量 -0.6209 * 植物性食品 -0.63225 * 豆類 -0.7716 **
　大豆・加工品 -0.80206 * 　　豆腐 -0.6888 * 野菜類 -0.58651 *
　緑黄色野菜 -0.7434 ** 　　きゅうり -0.7233 ** 　漬け物 -0.5774 *
　　魚介（缶詰） -0.68783 * 　　発酵乳・乳酸菌飲料 -0.6134 *
　漬け物 -0.59359 * 　　たくあん・その他の漬物 -0.62306 * 　生魚介類 -0.69095 *
　　塩 -0.7647 **
動物性食品 -0.62422 * 　　パン類（菓子パンを除く） -0.7869 ** 　　たまねぎ -0.7223 **
　　えび、かに類 -0.61559 * 　畜肉 -0.7507 ** 　　その他の乳製品 -0.67024 *
油脂類 -0.65228 * 　　マ－ガリン -0.69016 * 　　和菓子類 -0.62826 *
　　ケーキ・ペストリー類 -0.7093 ** 　　コーヒー・ココア -0.58495 *
　　しょうゆ -0.59618 *
　　米加工品 -0.7143 ** 　　その他の小麦加工品 -0.60503 * 野菜類 -0.61808 *
　その他の野菜 -0.66079 * 　　はくさい -0.7493 ** 　　動物性油脂 -0.70474 *
総量 -0.58215 * 植物性食品 -0.59912 * きのこ類 -0.65437 *
　　ケーキ・ペストリー類 -0.57725 *
　　米加工品 -0.7609 ** 野菜類 -0.68415 * 　　その他の緑黄色野菜 -0.59508 *




































この偽相関の影響を弱めるために、さらに 3 つ以上の疾病部位で有意水準 5％以下で相関
性が認められた食物群を抽出した。その結果が、表 4 に示されている。偽相関を示す食物
が、さらに 3 つ以上の疾病部位で有意水準 5％以下で相関性を示すことは、相関性ゼロを仮
定した場合、より起こり難い事象である。ここに抽出された食物群は、新生物死亡率と相関
性を持つものと判断してほぼ問題ないであろう。 
　　たまねぎ -0.7339 ** きのこ類 -0.62449 * 　　和菓子類 -0.5902 *
　　ケーキ・ペストリー類 -0.58379 *
　米・加工品 -0.61894 * 　　米 -0.62585 * 　　その他のいも・加工品 -0.64057 *
卵類 -0.59044 * 　　しょうゆ -0.59089 *
　　魚肉ハム、ソ－セ－ジ -0.62672 * 　　その他の肉・加工品 -0.7567 ** 　　洋酒・その他 -0.66863 *
　　大豆（全粒）・加工品 -0.64657 * 　その他の豆・加工品 -0.7535 ** 　その他の肉類 -0.7569 **
　　鯨肉 -0.64824 * 嗜好飲料類 -0.65113 * 　その他の嗜好飲料 -0.67027 *
　　その他の嗜好飲料 -0.7126 **
　　油揚げ類 -0.60881 * 　　牛肉 -0.6092 * 　その他の肉類 -0.62346 *
　　鯨肉 -0.62438 * 　　マヨネ－ズ -0.57921 *
　　そば・加工品 -0.58613 * 　　納豆 -0.63094 * 野菜類 -0.57605 *
　　にんじん -0.68817 * 　その他の野菜 -0.62237 * 　　大根 -0.70465 *
　　その他の淡色野菜 -0.62637 * 果実類 -0.58436 * 　　その他の生果 -0.68847 *
魚介類 -0.58802 * 　　魚介（塩蔵,生干し,乾物） -0.67104 *
　　パン類（菓子パンを除く） -0.7708 ** 肉類 -0.632 * 　畜肉 -0.6375 *
　　牛肉 -0.62733 * 油脂類 -0.61639 * 　　マ－ガリン -0.63584 *
　　植物性油脂 -0.61094 * 　その他の嗜好飲料 -0.61627 *
総量 -0.7659 ** 植物性食品 -0.802 ** 嗜好飲料類 -0.7886 **
　その他の嗜好飲料 -0.8089 ** 　　茶 -0.7894 ** 　　その他の嗜好飲料 -0.7257 **
　　きゅうり -0.61046 * 　　たくあん・その他の漬物 -0.6199 * 　　まぐろ、かじき類 -0.69562 *
　　しょうゆ -0.61705 *
総量 -0.61845 * 植物性食品 -0.6468 * 　　その他のいも・加工品 -0.7655 **
豆類 -0.59041 * 　　大豆（全粒）・加工品 -0.61588 * 　その他の野菜 -0.65421 *
　　しょうゆ -0.63558 *
　　油揚げ類 -0.7943 ** 　　まぐろ、かじき類 -0.59991 * 　　えび、かに類 -0.65471 *
　　牛肉 -0.64023 * 　　ビ－ル -0.62616 *
総量 -0.59497 * 植物性食品 -0.63048 * 　米・加工品 -0.59067 *
　　米 -0.58706 * 　　油揚げ類 -0.68066 * 　　その他の生魚 -0.63565 *
　　牛肉 -0.62725 * 　その他の肉類 -0.60611 * 　　鯨肉 -0.60596 *
　その他の嗜好飲料 -0.59086 * 　　しょうゆ -0.59131 *
穀類 -0.5988 * 　　たまねぎ -0.58505 * 　生魚介類 -0.65762 *
　　えび、かに類 -0.59326 * 　　牛肉 -0.58872 * 　　植物性油脂 -0.59886 *
菓子類 -0.62741 * 　　ケーキ・ペストリー類 -0.75609 * 　　ビスケット類 -0.66925 *
　　たまねぎ -0.70211 * 肉類 -0.743 ** 　　牛肉 -0.62292 *
　鳥肉 -0.7221 ** 　　鶏肉 -0.7227 ** 　　マヨネ－ズ -0.5793 *
　　にんじん -0.63448 * 　　えび、かに類 -0.59549 * 　その他の乳類 -0.58103 *
菓子類 -0.59298 * 　　ビスケット類 -0.60632 * 　　その他の菓子類 -0.7296 **
　　パスタ類 -0.68876 * 　　その他の大豆加工品 -0.63779 *
　　その他の穀類 -0.66262 * 種実類 -0.60343 * 　　きゅうり -0.7249 **
藻類 -0.825 ** 　　魚介（缶詰） -0.6454 * 　　洋酒・その他 -0.60617 *
　漬け物 -0.62945 * 　　たくあん・その他の漬物 -0.59109 * 　生魚介類 -0.62438 *
　　塩 -0.68825 *
総量 -0.7618 ** 植物性食品 -0.7343 ** 　　大豆（全粒）・加工品 -0.58884 *
　　油揚げ類 -0.59164 * 　　ピーマン -0.57973 * 　　その他の生魚 -0.65095 *
肉類 -0.8189 ** 　　牛肉 -0.70318 * 　鳥肉 -0.70316 *
　　鶏肉 -0.70677 * 嗜好飲料類 -0.7664 ** 　アルコール飲料 -0.60261 *
　　ビ－ル -0.66128 * 　その他の嗜好飲料 -0.746 ** 　　その他の嗜好飲料 -0.81657 *
　　その他の穀類 -0.7638 ** 　　茶 -0.63022 *
果実類 -0.57912 * 　　ケーキ・ペストリー類 -0.61323 * 　　コーヒー・ココア -0.7328 **
　　りんご -0.62156 * 　　日本酒 -0.7332 **


































表 4 3 つ以上の疾病部位で 5%以下の有意水準で相関性が認められた食物群 
5%以下の有意水準で正の相関性   
回数 男性 品目名 女性 品目名 
5 回 （該当なし）   その他の畜肉 
      その他の油脂 
      キャンディー類  
4 回  うどん、中華めん類   うどん、中華めん類  
   じゃがいも・加工品  魚介加工品 
   魚介加工品   納豆  
    その他の畜肉   たい、かれい類  
    その他の油脂   魚介（塩蔵,生干し,乾物）  
      チ－ズ  
      そば・加工品 
      魚介（佃煮）  
3 回   納豆    じゃがいも・加工品 
    その他の大豆加工品    味噌 
    りんご    魚介（練り製品）  
    たい、かれい類   小麦・加工品 





    味噌   
    その他の調味料    
5%以下の有意水準で負の相関性   
回数 男性 品目名 女性 品目名 
5 回以上 （該当なし）   牛肉  (7 回） 
    
 その他の嗜好飲料 
 (アルコール以外） (５回） 
4 回 総量  総量  
  植物性食品  植物性食品  
  えび、かに類 油揚げ類  
    しょうゆ  
3 回 大豆（全粒）・加工品   えび、かに類 
  ビ－ル    大豆（全粒）・加工品 
  種実類  肉類  
    米加工品    たまねぎ  
46 
 
     その他の生魚  
     その他の肉類 




  （茶・コーヒー以外） 
     鯨肉  
 






 他方、男性で有意な負の相関性が 3 回以上認められた食物には、「総量」、「植物性食品」、
「えび、かに類」、「大豆（全粒）・加工品」、「ビール」、「種実類」、「米加工品」がある。 











































































するために、2000 年に厚生省によって始められたものだ。2000 年度から 2012 年度までは、










栄養状態レベル 適正体重 肥満成人男性 15％以下、女性 20％以下、肥満児 7％以下、や
せの者 15％以下。脂肪エネルギー体重比率 25％以下。食塩の摂取 10g 未満。野菜の摂取
350g 以上。カルシウム 牛乳・乳製の摂取 130g、豆類 100g、緑黄色野菜 120g 以上 
 知識・態度・行動レベル 自分の適正体重を認識し、体重のコントロールを実践する人の
割合 90%以上。朝食の欠食率の減少 、20・30 歳代男性で 15％以下、成長期の中学・高校
生においてはこれをなくす。質量ともにきちんとした食事をする人の割合を増加する。1 日



































































 カロリー調整は加工食品の食品表示、すなわち JAS 法、食品衛生法、健康増進法の表示






































若い世代（20 歳～39 歳）では 4 人に 1 人が『全く実践していない』と回答している。性・
年齢別に見ると，男性の 20 歳代から 50 歳代，女性の 20 歳代と 40 歳代では半数以上が『実
践していない』と回答している」 







 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 
生活習慣病改善のための食生活を実践 69.4  69.9  68.2  67.7 
食生活の改善を実践していない ▲ 30.1  29.6  31.4  32.0 
脂質を調整している  74.4  70.4  69.8  64.2 
カロリーを調整している  62.4  59.5  61.1  53.9 















 2017 年の厚生労働省の調査によると、日本人の平均寿命は女性が 87.14 歳、男性が 80.98
歳である。これは香港（女性 87.34 歳、男性 81.32 歳）につぐ世界第２位であり、女性は４
年連続の更新、男性は 5 年連続の更新となる。 
 伸長率の推移でみると、1947 年で女性が 53.96 歳、男性が 50.06 歳だったものが、1960
年には女性 70.19 歳、男性 65.32 歳に。97 年には女性 83.82 歳、男性 77.19 歳である。し
かしながら、47 年から 60 年の伸長差（13 年間で女性 16.23 歳、男性 15.26 歳）60 年から
97 年の差（37 年間で女性 13.63 歳、男性 11.87）に比べると、97 年から 2017 年まで（20














5 年生存率を、2030 年までに 15 ポイント引き上げるとしている。 
動きが顕著なのは、医薬品の分野である。新薬販売認可のための審査期間は 2016 年に短
縮された。2017 年には海外の大手製薬会社が、肺の悪性新生物の抗がん剤の販売認可を受
けた。政府は 2018 年 5 月 1 日、に輸入抗がん剤の関税を撤廃している。 
中国共産党中央委員会と国務院が発表した「健康中国 2030」計画の概要を目次とプロロ






改善され、人々の健康水準と体力は継続的に改善されています。2015 年の 1 人当たりの平



















具体的には、健康に関する産業規模の拡大を、2020 年に年間 8 兆元、2030 年には 16 兆
元に到達させる。平均寿命の上昇と死亡率の低下については、2020 年には 77.3 歳、2030 年
には 79 歳に引き上げる。2018 年の「衛生健康事業発展統計公報」によれば、平均寿命は
70.0 才であり、順調に伸びていることになる。 
医療サービスにおいては、2030 年までに日常的に運動する人を 2014 年の 3 億 6000 万人
から 5 億 3,000 万人へと上昇させる。医療サービスの能力を大幅に向上させ、整合性、全面
性のある医療・衛生システムを構築する。2030 年までに常住人口 1000 人当たりの医師数
（助手を含む）を 3 人以上、専門看護師数は 4.7 人以上にそれぞれ引き上げるとしている。 
公的医療保険制度を引き続き改善し、商業医療保険の発展を促進する。医療・衛生関連支
出に占める商業医療保険の割合を向上させる。環境改善についても目標が立てられている。 
県級以上の都市における大気汚染レベルが「優」か「良」の日の割合を 2020 年には 80％に
到達させ、それ以降 2030 年まで継続的に改善する。地表水については、水質がⅢ類以上 1









主な具体的目標行動計画では、国民平均寿命を 77 歳まで引き上げること、5 歳未満乳幼









表２．中国における 10 大死因、2006 年・2017 年 
10大死因 （平成18年 人口動態統計） 死因割合   
悪性新生物（がん） 30.40% 
心疾患    16.00% 
脳血管疾患  11.80% 
肺炎   9.90% 
不慮の事故    3.50% 
自殺   2.80% 
老衰   2.60% 
腎不全    2.00% 
肝疾患  1.50% 
慢性閉塞性肺疾患  1.30% 
 
10大死因 （平成29年 人口動態統計） 死因割合    
悪性新生物（がん） 27.90% 
心疾患  15.30% 
脳血管疾患  8.20% 
老衰   7.60% 
肺炎   7.20% 
不慮の事故   3.00% 
誤嚥性肺炎 2.70% 
腎不全 1.90% 
自殺  1.50% 
血管性等の認知症    1.50% 
資料：2006年人口動態統計、2017年人口動態統計より 
 













2015 年以降、政府は食品監督管理の強化に次々と動き出した。2015 年 5 月に習近平主席
は生産地から食卓まですべてのプロセスにおける食品安全を強化すると強調し、2016 年、































出典は「日本公衛誌」（第 61 巻・第 11 号、遠又靖丈・辻一郎・杉山賢明ほか）である。 
 分析に用いられたデータは、人口に関する情報として「日本の将来推定人口」（国立社会
保障・人口問題研究所の）の「男女年齢各歳別人口（出生中位〔死亡中位〕推定）」におけ
る 2010～2020 年の推定人口。介護費に関する情報として、厚生労働省「平成 22 年度介護
給付費実態調査報告」で公表されている 2010 年 10 月審査分の要介護認定者数および介護
サービス受給者 1 人あたり費用額のデータを、2010 年の代表値として用いている。 
 医療費は全国データを用いることができなかったので、宮城県大崎市の調査データを用
いている。この宮城県大崎市のデータは、65 歳以上の国民健康保険加入者 9527 人につい













    2011 2012  2013  2014  2015 2016  2017  2018 2019  2020 年 累計 
減少割合 
1％  2％  3％  4％  5％  6％  7％  8％  9％  10％   
要介護 
2  7864 16428 25680 35594 46096 57360 69430 81992 94867 108232 543498 
3  6557 13720 21482 29782 38738 48338 58651 69432 80534  92145 459379 
4    5828 12209 19136 26552 34635 43321 52671 62483 72635  83324  412794 
5  4941 10346 16211 22484 29325 36665 44562 52847 61416  70439  349236 






Maximum case における推定節減額：要介護 2 以上の認定者減少分が全て認定なしに計上された場合。
※数字は億円 
2011 2012 2013  2014 2015 2016 2017  2018  2019  2020 年  累計 
介護費  633 1325  2076  2880 3752 4689 5697  6752  7840  8984   44627 
医療費  118   247   387     536   698   872  1058    1253    1454    1664      8287 
合計   751 1572  2463    3416  4450  5561  6754    8004    9294   10649    52914 
Maximum case における推定節減額：要介護 2 以上の認定者減少分が全て要介護 1 に計上された場合。 
※数字は億円 
介護費    313   655  1026    1423  1853  2315  2812    3332    3868    4431    22028 
医療費     41    86   135     187    243   303   368     436     507     580      2886 




の減少分がすべて要介護 1 に移行するものと仮定すると、2011～2020 年の累計では 2 兆
4914 億円が節減されると推定された、としている。要介護 2 以上の減少分がすべて認定な



























期とその後の安定成長期に、食生活の急速な変化が起こった。1960 年代から 1980 年代に
かけて動物性食品の摂取カロリーは 2.3 倍に増加している。中国では改革開放政策への移
行以来食生活の急速な変化が起こった。1980 年代から 2010 年代にかけて動物性食品の摂
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表１．地域別、学童・青年層の 1 日あたり品目別摂取量推移（1991 年→2004 年） 
表２．各世代の１日あたり品目別摂取量推移（1991 年→2004 年） 
表３．中国における 2003 年と 2008 年の慢性病有病率 
表４．日本人の死因 











表.3-a  男性（正の相関）５％以下の有意水準で相関性が認められた食物群 
表.3-b  女性（正の相関）５％以下の有意水準で相関性が認められた食物群 
表.3-c  男性（負の相関）５％以下の有意水準で相関性が認められた食物群 
表.3-d  女性（負の相関）５％以下の有意水準で相関性が認められた食物群 




表２．中国における 10 大死因、2006 年・2017 年 
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表３．「健康日本 21（第二次）」目標達成時における要介護認定者の推定減少人数 
表４．「健康日本（第二次）」目標達成時における介護費・医療費の節減額推定 
